















語とＬ2の音節構造の違いという観点から検討を行う。fee[l] （dark “l” ）  /  feel it → fee [l]-it  （clear “l”） のような例
で見られるように、一般に、 2 つの英語の単語の連続において、最初の単語の尾子音が、後続する単語が母音で始ま
るときにその頭子音に移動する再音節化という現象が頻繁に見られる。
この現象では、単独では生起する尾子音の l  が、暗い l であるが、it が後続すると先行する尾子音の l が、後続
する it の頭子音に移動する為に、明るい l に変化するという事実は再音節化によって説明されている。Fried et al. 
（2010） は一般に、頭子音は強化される一方、尾子音は弱化されやすいと指摘しており （頭子音の中和はないが、尾子
音は中和や声門閉鎖音化される）、この再音節化の現象もこの指摘にしたがったものであると言える。また Baldwin 
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Abstract
In this paper, we focus on the relationship between resyllabification in English and the fluency of L2 Phonology in 
Japanese learners of English. Many phonological researchers suggest that phonological categories are restructured 
by the rate of speech, the focus and others. It is well known that there are differences in phonological (or syllable) 
structure based on the CV open syllable structure in Japanese and the CVC closed syllable structure in English. 
There is a high possibility that resyllabification occurs in English with relation to the fluency of L2 Phonology of 
Japanese learners of English. Therefore, based on the results of our experiment, we conclude that resyllabification 
in English is occurred by the degree of the ability of L2 Phonology of Japanese learners of English.
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Kormos （2010） では、この子音誘引 （consonant attraction）の現象が英語のＬ 2 学習者の音韻論における習熟度に
関わっており、子音誘引 （consonant attraction）が的確に英語発音において行う事ができる者ほど、Ｌ 2 音韻論の流
暢さ（習熟度）が高いと指摘している。









的に母音で終わる日本語の場合には構造（モーラ）ですでに CV （i.e., consonant – vowel （子音・母音））という普遍









⑴　a. English  = CVC （Closed Syllable） （e.g., cup, lob, hit） 
　　b. Japanese = CV  （Open Syllable） （e.g., ka, te, me）
日本語の音節構造の基本である CV 開音節構造は、英語における CVC 閉音節構造よりも、自然性と普遍性が高い
ものであると考えられており、この構造は最適性理論 （Optimality Theory: OT） における基本的な2つの制約である 
Onset と No-Coda を同時に満たしていることからも明白である。
⑵　a. Natural Process：CV （Unmarked） > CVC （Marked） 




⑶　Syllable Structures in English and Japanese








る撥音 [ N ] が現れる時以外は、基本的に母音で終わることになるので、英語のような『再音節化』が生起すること
はない。しかしながら、撥音 [ N ] が生起すような状況では、（5c.） のような連声 （sandhi） という現象が生起するこ
とはあるが、これは『再音節化』とは異なった現象であるので本稿では詳しく扱うことはしない。
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⑹　CVCVC（C） # VCV → CVCV# C（C）VCV.  
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このような英語における再音節化を Kormos （2010） では『子音誘引（consonant attraction）』と呼んでいる。
⑼　再音節化（resyllabification） ＝ Baldwin （1995） Consonant Capture = Kormos （2010） Consonant Attraction
しかしながら、先にも述べたように、日本語では再音節化という現象は日本語の開音節構造では、生起することが
ない。
⑽　a. English：set out （CVC#VC） → se t-out （CV#CVC）
　　b. Japanese：セット アウト （ m m m # m m m → m m # m m m m）




⑾　 Consonant attraction “occurs where final consonants are drawn to the following syllable if that begins with a 
vowel”…. In an earlier study, Hieke （1984） found that consonant attraction can be a reliable indicator of the 
fluency of nonnative speech in informal English style.  （Kormos, 2010）　
それゆえ、英語では普遍的で、安定した開音節構造を構築するために、母音の連続をさけるために、母音の削除な
ど行われるのも一般的な現象であると考えられる。
⑿　V # V → V # φ 
　　a. go away → go [a]way （ CV # VCV → CV # CV）
　　b. try again → try [a]gain （CCV # VCVC → CCV # CVC）
 （Arabski & Wojtaszek, 2011）　
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a. set out → se t-out
b. back up → ba ck-up
c. look after → loo k-after （Baldwin, 1995）　
⒁ 
a. an apple → a n-apple
b. far and away → fa r-an d-away （Hieke, 1984）　
これの再音節化と英語学習者の発音能力に関する相関関係を明示するために、以下のような実験を行った （Table 
1 ）。大学生の英語クラスにおいての被験者、LC = Low-Level Class、IC = Intermediate Class、AC = Advanced 
Class でのそれぞれにおいて英語の発音について再音節化の生起する頻度を調査した結果、LC = Low-Level Class  < 
IC = Intermediate Class  <  AC = Advanced Class というように、英語力の高い学生の被験者ほど、再音節化の生
起頻度は高く、英語力の低いクラスの学生の被験者ほど、再音節化の生起頻度が低いことは明白である。
⒂
これらの結果で、舌頂音 （coronal） である［ t ］ が軟口蓋音の ［ k ］ 音よりも再音節化の割合が高いのは、舌頂音
の調音的な容易さ、言語習得に普遍性、世界の言語の類型論的な自然性などによる要因が以下のように考えられる。
⒃　a. Coronals thus have a shorter time constant than labials or dorsals . . .
　　b.  The frequently observed occurrence of ［t］ instead of ［k］ in the speech development of children may also 
have an articulatory . . . （Kohler, 1998）　
　　c.  Sounds like p, t, k, occur in 98% of all the languages in the world.
　　…［I］t lacks t.  （ It は Hawaii 語） （Ladefoged, 2006）　
5 ．結語
本稿では、日本人英語学習者などのＬ 2 音韻論における子音誘引 （consonant attraction）の働きに基づく流暢さ
（習熟度）とは、日英語などの音節構造（開音節と閉音節）の相異に起因しているものであるということを、我々の
データなどから論証をした。なお、舌頂音 （coronal） である［ t ］音の再音節化の生起率の高さについては更なる検
証が必要であり、これらの問題は今後の課題としたい。
Table 1.　英語の習熟度に基ずく再音節化の生起頻度の比較
（A comparison of resyllabification frequency according to English proficiency.）
Phrase LC IC AC
（a） set out → se t-out 10/40 （25%） 23/44 （52%） 24/37 （64%）
（b） back up → ba ck-up  1/40 （3%） 9/ 44 （20%） 18/37 （49%）
（c） look after → loo k-after 0/40 （0%） 0/44 （0%） 9/37 （24%）
Total 10% 24% 46%
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